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(タイ王国メーホンソン県パンムー地区タンボ)/郡クンパ トゥング村のリス族のみなさん)

彼らは、紛争が絶えないミャンマー(ビルマ)か ら平安を求めて、なんら当てもなく国境を越え、今住んでいるとこ

ろにたどり着きました。タイの現地政府の協力のもとで、総勢 100名が山の中腹を切り開き、山の大きな葉を屋根

にして住居を構えました。写真中央の黄色の服を着た人はワチラ氏で、この事業のもつとも中心的な協力者で九 彼

はミャンマーとの国境であるこのメーホンソン県メーホンソン地区の副知事で、3万人から4万人いると言われるミ

ャンマーの難民キャンプの総責任者です。

現在、ここで持続可能な有畜農業の指導を行つています。(平成

17年度事業報告を参考にしてくださしゝ )リ ス族の人たちは、自分

たちで畑を耕しながら、農業の勉強の実施指導を受け、収穫するよ

うになりました。家畜の糞などを肥料にしてもつと多くの野菜を栽

培できるように2006年度も続けてきます。
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本会は、今年 10月 に5周年を迎えますもこの合同セミ

ナーの開催目的は、これまで本会が協力 。支援してきた

事業地の代表各5名 を一堂に会して、各国それぞれが農

業・福祉事情や制度、NGO活動、情報システムなどを

紹介し、今後の相互協力に役立てようというものです。

アジアではモンスーン地帯と米作という共通点はある

が、福祉制度などで共有できるものはないのだろうかと

いう疑間が、ベ トナムのダラッド大学社会福祉学部長タ

イ教授たちとの話の中から出ました。以前からベ トナム

側もラオス側も、本会カン予つているタイの農業情報セン

ターを軸にした農業指導、植林・栽培活動に深い関心を

持っていました。それで、これらを身近な問題として、
<ダラット大寺瑠

`率
訥ビ癬部にて打ち合わせ>

手潮動 らヽ、

学部長タイ氏

新田氏

平成17年度の本会の事業報告をさせていただきますD

内容は、

(1)教育支援プロジェクト

(2)農業地域開発プロジェクト

(3)日本の国際協力事業への

アドバイザことしての参画

(4)自螺 ワークキヤンカ

の4点からなります。

(冒)       rクト
小学校がなかったベ トナム・ラムドン省ラックドング

地区ラット村に、2つの小学校建設とトイレ建設を行い

ました この2校の小学校は20km以上離れています。

0大阪コミュニティ■財団による助成 衡 ひろしま ,祈りの石国際教育

交流財団による助成

アイユーゴーが関わつている事業地の若い専門家たちが

集まり、今後のための情報交換をしようということにな

りました

アイユーゴーが関係する事業地の若い専門家たちがこ

うして、タイ、メーホンソン県パンマパー地区にラオス・

ベトナムからの代表者、そして日本からも福祉、特に社

会福祉、医療保健等の専門家、― Fl家も参加して、

4ヶ国による第1回合同セミナーを開催いたします。で

きれば、セミナー終了後にそれぞれの国で行動計画を作

り、さらなる交流を深めていきたいと考えています。

輸 国際財団からの助調
くタイ側の動 口者>

左 :パンマパ■地区議員

スチーップ氏

中央 :義 ンター長

ソムヨッツ氏

右 :メ ーホンソン地区副知事

ワチラ氏

もちろん、会員の皆様も参加できます。ご関心のある

方は是非ご参加くださるようよろしくお願いいたします。

*同 じ時期に、ワークキャンプがあります。

雉 胤1淵
畑と黙認されるということになっています。そこでこの

活動の大きな目的は、少数民族が焼畑農酢 動式農詢

から定住型の農法に移行し、定住するための IDカード

を取得し、融 分 をやめるようにすることです。

(i)同地区のムアンパン根 カレン族の総 で、住民参加

―

の活動として、山岳地帯に居住する少数

民族自らが参加して有機農法を取り入れ、経済的自

立と環境保全を図るための農村開発を行つていますD

峰 より,ヵυ

餞 との轟数キロはなれた畑に向かう農民
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(五)同地区の14根ムアンパン村を除く)の住民参

カロ四農村開発の活動として、住民が開発支援センタ
II「での指導を受けた後、各村でマンゴ、コーヒー、

タマリンド、マカダミアナッツなどを栽培・植林し

(五)同県パンムー地区タンボン郡クンパ トゥング村で

少数民族0ス脚 の住民参加型農村開発の活動を行

いました <表湘彰舞考>(日オ曜艇姥Nヒより零勤D

☆事業報告は以上です。ご質問、ご意見、

ますようお願いいたしますニ

(3)日本a層襄甜嗣嶺爾臓
～
の

アドバ

…

τ囃
(社用本青年会議所島根ブロックの皆様が国際貢献事

業として小学校のトイレ建設と村人たちとの交流を行う

ためのコーディネートをしました

左 :小学校0004年建設)

右 :トイレ

t41自蝶 に卜■臓■ン7)
本会での事業現場で、村人と文化・技術の交換を通し

た交流を行いました
。橋建設完了に伴う農地開拓の協力と交流

3年がかりの橋が村人の手によつて建設完了し、

「希望の橋」
と名づけられました

醐 などがありましたら、是非本会事務所まで郡 ください

Qり求環警諺書金より,万か

急夕洒己替 り甲し嚇

ました

寄附劉こついて説明を行うワチラ氏 収穫を前に子供たちとワチラ氏

さて、これまでの事業に対しての会計決算は次のようになりました

科 目 決 算

1.鑽 嗽 599,890
2. 

…

1,515, 709
3.助成金収入 5, 744, 000
4. 自主姜琴削陀入 489, 300
5. 触 30

6. 麟 1,015,888
7. 隣 690,000
8.未収入金

:

204,000
収入合計 10,258,817

』

ぜ 瑯

ヽ

科 目 決 算

1.業 7, 300, 723
2. 審 851, 000

支出合計 8, 151, 723

収入合計 (A) 10,258,817
支出合計 (B) 8, 151, 723
残高 (A一 B) 2, 107,094

≪ご寄附≫

彿 フジカク (大阪府泉南郡熊取町野田)様からいた

だきました525本の筆記道具をタイ、タムロット地区
の貧しい少数民族の子どもたちが学ぶ全寮制の学校((ト

中高に寄附させていただきました。代表の女子生徒さ

んが校長先生の同伴の元ではにかみながら受け取つて

くださいました ∽ フジカク様、改めてお礼申し上げ

ますしなお、今年度、この学校内に職業副1練所を建設い

たしました
筆輛ぴ乱具′滓請寸嚇 >
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≪ご謝 ≫

広島佐伯ライオンズクラブ燎 島市佐伯区隅の詢様か

らいただきました子供用のジャージをタイのメーホンソ

ン県、ラオスのサバナケート県、ベ トナムのラムドン省

の子どもたちに合計275着を寄附させていただきまし

た。これらの地区の乾期(11月 ～4月 )の夜は日本の夜の

気温と同じくらしヽ こなることがあります。広島佐伯ライ

オンズクラブ様には心よりお礼申し上|ナ針九

―
<平成 18年度事業計画 >―

最後になりましたが、今年度(平成18朝 の事業計画

を紹介させていただきま九

今年度は、タイ、ラオス、ベ トナムの3カ国で次のよ

うな活動を進めています。

(1■ 11翡肇却漿オ■ジ■ク■
①タイ北部の少数民族のための職業訓練所建設

[メ ーホンソン県パンマパー地EXll

(alコ窮撃錬態蟻競オ|ジ■′ヽ
①ク舞初 Cヽ注島効¨

[メ ーホンソン県パンムー地因

②開発支援センターヘの人材派遣・パイロットファー

ム製 ウオーターシステム輔

[メ ーホンソン県パンマパー地因

③日本ヽ タイ、ラオス、ベトナムの4ヶ国の専門家参

加の第1回共同セミナー開催 (農業、徹 個

[メ ーホンソン県パンマパー地因

①少数民族の貧困と保健衛生に関連する龍

[メ ーホンソン県パンマパー地劇

C4)響 10■ 警́罐馨

'‐
①テーマ (第 1回共同セミナー参加、植林t食文化

交流お絵描き交流、ホームスティ)

[メ ーホンソン県パンマパー地区 12月 18日 ～22日 )

|～■
Oj幸 鐵

[ビエンチャン劇

①少数民族のための小学校建設とトイレ建設

[ラムドン省ラックドング地因

(2)1自1姜事業資ワ■タキ■ンプ)|‐

①ダラット大学学生と少数民族の自立支援のための
ジョイントワークキャンプ

[ラ ムドン省ラックドング地区 :翌年 3月 24日 ～28

日予劇

≪ 地 域 だ よ り ≫

アイユーゴー会員の方々の地域活動の充実を目指すた

めに、会員方々のお住まいを地区別に分けました。本部

との連携の下で、それぞれの地域での活発な活動を目指

します。ご協力お願いします。

一 編 集 後 記 一

発行が遅れ、申し訳なく思つています。しかし、現場

では着実に理想とする方向に改善されつつありますD時
間的余裕が生じてきましたなら、ご一報くださυヽ 共に

現地に参り、村の人たちとアジアンテイストを味わいま

しよう。アジアの未来を語りながら。今後ともよろしく

お願いいたします。晰日)

くラオス サ′サ ケート県

サイホンソン村′J畔校 >

くタイ メーホンソン県

クンパトゥング村(リ ス脚 >

<タイ メーホンソン県タムロット

地区2鉾針購牧 >

≪ 地 区 活 動 ≫

各地域会員の交流及%の 一環として行われた

コンサート及び講演会は、「未来ヽ架けよう!心の橋」と

題して、去る3月 5日 に本部地朦 卿 の煉瓦館で行

われました。高校生の川崎君 (アイユーゴーボランティ

アメンバー、鋤 による手品をはじめ、タイなどの

物品販売や喫茶コーナー、また関西NGO協議会のご協

力を得てNGO相談コーナーなど設け、120名の方々に

ご入場頂きました。素晴らしい演奏をご被露いただきま

したワール ドウィング (写勲0様は、泉佐野市で発足、

各地域での演奏活動及び、国際貢献としてタイやジャマ

イカなどで音楽を通じて国際交流を図つておられます。

ご参加・ご協力いただいた皆様、高校生、大学生のアイ

ユーゴーボランティアや会員の方々に改めて深く感謝い

たします。

入場料の収益微ゆ 0, 250円 )は、先のタイの全寮

制の学校に寄附させていただきました

皆様のご寄附、また様々な形でのご協力により、タイ、

ラオス、ベ トナムの人たちが、特に子どもたちが、一日

でも早く自立できる支援体制を整えていきたいと思つて

います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。


